
小児アレルギー性鼻炎
について



小児アレルギー性鼻炎の３つの主な症状
▪発作性・反復性のくしゃみ

▪水性鼻漏(鼻水)

▪鼻閉(鼻づまり)

通年性(ハウスダストやダニが関与)と季節性(花粉症)
に分けられます。

小児アレルギー性鼻炎では、
・成人と比較して通年性アレルギー性鼻炎の割合が多いと言われています。
・幼若化が進んでおり、スギ花粉症では、2～4歳の幼児でも見られることが
あります。



小児アレルギー性鼻炎の治療

抗原除去・回避

•ダニ、ハウスダスト対策

•スギ花粉対策

•早期介入

薬物療法

•抗ヒスタミン薬

•抗アレルギー薬

•局所ステロイド薬など

免疫療法

• 舌下免疫療法



抗原除去・回避

室内ダニの除去 花粉の回避

➢ 掃除機がけは、1畳あたり30秒
以上の時間をかけて、週に2回
以上行う。

➢ フローリングなどのほこりがた
ちやすい場所は、拭き掃除の後
に掃除機をかける。

➢ ふとんは週に2回以上干す。困
難な時は、室内干しや布団乾燥
機で湿気をとる。

➢ シーツ、ふとんカバーは、週に
1回以上洗濯する。

➢ 花粉情報に注意する。
➢ 飛散の多い時の外出は控え
る。外出時はマスク、メガ
ネを使う。

➢ 帰宅時、衣服や髪をよく
払ってから入室する。

➢ 洗顔、うがいをし、鼻をか
む。



薬物療法①
抗アレルギー薬・・・効果の発現に数週間かかる

抗アレルギー薬とは広義では、アレルギー疾患の治療薬のすべてを含

みますが，一般的にアレルギー疾患の慢性長期管理に使用され，H1受

容体拮抗作用を持たない薬をさします。下記が代表的なお薬です。

①ロイコトリエン拮抗薬

プランルカスト(オノン®)

モンテルカスト(シングレア®、キプレス®)など

②メディエーター遊離抑制薬

クロモグリク酸ナトリウム(インタール®)

③Th2サイトカイン阻害薬

スプラタストトシル酸塩(アイピーディ―®)



薬物療法②
抗ヒスタミン薬・・・効果の発現が早い

H1受容体拮抗作用以外に抗炎症作用や抗アレルギー作用も持っています。

第１世代抗ヒスタミン薬と第２世代抗ヒスタミン薬に大別されます。

①第１世代抗ヒスタミン薬

作用の発現が早く、素早い効果を期待する場合は有効ですが、中枢神経への移行
率が高く眠くなりやすいのが特徴です。また、抗ヒスタミン薬が脳に移行すると、
脳内でのヒスタミンの働きをブロックして、知らず知らずのうちに「パフォーマ
ンスの低下」が起こることがあり、これを「インペアード・パフォーマンス」と
いいます。
インペアード・パフォーマンスは、自覚しやすい「眠気」とは違い、本人が気づ
かないうちに生じることがあるため、生活全般のさまざまな場面で影響がでる可
能性があるため注意が必要です。

②第２世代抗ヒスタミン薬

中枢神経への移行性が比較的低いため、眠気などの中枢神経系の副作用が出にく
い特徴を持っています。

第２世代抗ヒスタミン薬を使うのが主流です。



参考資料
抗ヒスタミン薬の脳内H1受容体占拠率

脳内H１受容体占拠率が高いほど、鎮静性であり、眠気やインペアード・パフォーマンス
が起きやすいと考えられる。



抗ヒスタミン薬　一覧 アレルギー性鼻炎に対して

一般名 代表的な商品名 1日投与回数 小児適応年齢 投与量 剤形 骨格

適応なし 成人：1回3mgを1日2回 錠(3mg)

1歳以上 小児 ：1 回0.06mg/kgを 1 日 2 回 細粒0.6%(6mg/g)

1回(15歳以上)

2回(7～14歳)
7歳以上

７～14歳：１回５mgを１日２回

15歳以上：1回10mgを1日1回
錠(5mg、10mg)

2回 2歳以上
２～6歳：１回2.5mgを１日２回

７～14歳：１回５mgを１日２回
DS1.25%(12.5mg/g)

1回(15歳以上)

2回(7～14歳)
7歳以上

 7 ～14歳：1回2.5mgを 1 日 2 回

15歳以上：1 回 5 mgを 1日 1 回

MAX：10mg/日

錠(5mg)、OD錠(2.5mg、5mg)

1回(1歳未満)

2回(1歳以上)
6か月以上

6 ヵ月～ 11か月： 1 回2.5mLを1日1回

1 ～ 6歳： 1 回2.5mLを1日2回

7～14歳：1 回5mLを1日2回

15歳以上：1回10mLを1日1回

シロップ0.05%(0.5mg/ｍL)

7歳以上
7~12歳：１回30mgを１日２回

12歳以上：て１回60mgを１日２回

錠(30mg、60mg)、OD錠(60mg)

後発品OD錠(30mg)あり

6か月以上

6 ヵ月～ 2歳未満： 1 回15mgを1日2回

2 ～ 11歳：  1 回30mgを1日2回

12歳以上： 1 回60mgを1日2回

DS5%(50mg/g)

後発品に分包品有　DS6%もあり

　ベポタスチン タリオン 2回 7歳以上 7歳以上：1回10mgを1日2回 錠(5mg、10mg)、OD錠(5mg、10mg) ピぺリジン骨格

ビラスチン ビラノア 1回 適応なし 成人：1 回20mgを 1 日 1 回空腹時 錠(20mg) ピぺリジン骨格

錠(2.5mg、5mg)、後発品OD錠あり

顆粒0.5%(5mg/g)　分包品あり

7歳以上 7歳以上：1回10mgを1日1回 錠(10mg)、レディタブ(10mg)

3歳以上
3～6歳：1回5mgを1日1回

7歳以上：1回10mgを1日1回
DS1%(10mg/g)　分包品あり

ルパタジン ルパフィン 1回 12歳以上
12歳以上：1回10mgを1日1回

MAX:20mg/日
錠(10mg) 三環系

デスロラタジン デザレックス 1回 12歳以上 12 歳以上：1回5mg を1日1回 錠(5mg) 三環系

適応なし 成人：1回10~20mgを1日1回 錠(10mg、20mg)

3歳以上
小児：1 回0.25～0.5mg/kgを1日1回

MAX:20mg/日
DS1%(10mg/g)　分包品あり

エメダスチン アレサガ 1回 適応なし
成人：1回4mgを24時間毎に貼替

MAX:8mg/日
テープ(4mg、8mg) ジアゼパン骨格

フェキソフェナジン アレグラ 2回

エピナスチン アレジオン 1回

メキタジン
ゼスラン

ニポラジン
2回

オロパタジン アレロック 2回 7歳以上 7歳以上：1回5mgを1日2回

1回クラリチンロラタジン

ピペリジン骨格

ピペラジン骨格

フェノチアジン骨格

三環系

ピペラジン骨格

三環系

三環系

セチリジン ジルテック

レボセチリジン ザイザル



舌下免疫療法
アレルギーとなる原因物質を含んだ内服薬を舌下に投与することで原因物質に
対するアレルギーが現れないように体を少しずつ慣らしていく治療方法です。
効果の発現が遅い為、3年は継続する必要があります。

•スギ(シダキュア®) か ダニ(ミティキュア®)に限られる
•症状がない時も毎日の服用が必要
•スギは花粉飛散期には始められない
•舌下に1分間薬を保持できて副作用を訴えることができることが条件
目安として5歳以上から開始可能。


